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3.5

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

情報
共有

個人的には少ないが、情報は常に様々なツールで発信しているとは思うが、応用に知ら
なかった・目にしてない・聞いていない等の言葉を聞く。住民自ら街づくりに参画しよう
という気持ちがもう少し欲しいものである。積極的な人は当然いらっしゃるのだが、意
見が偏らないためにもお互い一歩前へが必要。

普段の生活活動や地域活動の中で、感じたことや要望などを行政側に伝えて、改善でき
ること出来ない事、そしてこれから取り組むことなどを共有してきた。多様な考えがあ
り難しさも感じている。

検
証

生活していく上で充実感（幸福）を持てて暮らしていけるかは、人と人との繋がり方で大
きく変わるものである。しいては都市機能の充実に発展していくことであるが、千差万
別様々な都市機能感や住民自治組織感がある中で、行政との橋渡しをどう行うのが良
いか苦しむこともある。現在と未来の考え方。

　昨年と同様、個人的な活動は少なかったように思える。出来るだけ多くの方と
の意見交換の場をも置けたいと思っている。

中核都市機能の充実

子どもたちの教育向上

　公約に係る年間の議員活動・取組状況の検証と次年度の目標設定や課題の週出 ※昨年度に課題として掲げたことに対する取組や次期の活動目標など

地元経済の活性化 　活動の一コマ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ｃ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

0.5 1.0 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底

　　「会派による視察研修」

無断複製・転用はご遠慮ください。 三次市議会　議会運営委員会

所属委員会　等

様々な情報を得て、未来の三次市に対して何が有効か、どんな政策で活性化を図って
いけるのかを模索している最中である。地域産業の発展に柔軟な考え方で対応してい
かなければいけないが、理解を得て投資を促すのは大変であると感じている。
メディア戦略にも、もっと注目すべきであると考えるのでチャンスをうかがっている。

調査研究活動や行政サイドとのやり取りは比較的行えているが、地域住民の方に対して
の個人的に広範囲な取組（個人的報告会・報告書配布）が出来ていない。出来るだけ
日々の行動の中でのふれあいで意見聴衆はしているが、人口割合からすれば少数であ
る。

教育観に関しては個々人の考え方が様々にあり大変ナーバスなものである。なるべく
多くの方と語ることが大事なのだが、その機会が少なかったと思える。義務教育と高等
教育の境目が無くなってきているように感じれる昨今、少子化の中で子どもたちにど
う対応するのが正解なのか難しい所である。十人十色。

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等

住民
参画

検
証

　１年間の主な活動・取組内容，または，取り組めなかった事項と理由　等
　　　注）検証に繋がる活動等，成果等（事業の見直し等）を記入すること。

機能
強化

人口減少・小高齢化は全国的なものだが、先進地視察等で得られたことがらをいかに三
次版にして活かすかが中核都市機能の充実につながるものと思う。そのためにも、人生
観・幸福感・将来の三次感が共有できるものとなるような活動をして行かなければなら
ないのだと思う。

検
証

住民
参画

※事務局保管のデータを添付

 議会基本条例第４条（議員活動の原則）
　❶　【情報共有】【住民参画】選挙によって選ばれた市民の代表であることを自覚し，市政の課題全般について市民の思いを的確に把握し，市民全体の福祉の向上をめざすこと。
　❷　【機能強化】議会が言論の場であること，及び合議制機関であることを認識し，議員相互間の自由な討議を重んじること。
　❸　【機能強化】日常の調査及び研修活動を通じて自らの資質の向上に努めること。
　❹　【機能強化】地方自治の本旨にのっとり，政策，条例，意見書等の議案を提出する努力をすること。
　❺　【機能強化】【情報共有】市政の課題に関する論点を市民に明らかにするため，一般質問を一問一答方式により行うこと。

全国的な教育現場の流れや近郊の市町の状況もみながら、情報共有出来るように取り
組んでいきたい。表には見えないところではあるが、行政や教育委員会とは協議が行え
ていると思う。

教育現場のこれからについて、会派内で話したり教育委員会と意見交換したりして、未
来ある子供たちにどの様な教育の場を与えてあげるのが良いか協議している。子ども
の多様化も進み、少子化が止まらない現代で本市に於いてのベストな方向性が決めて
いければ良いと思う。

情報
共有

機能
強化

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ｂ

値合計

3.5

Ｂ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ｂ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ｃ

2.0 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ｂ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ｂ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ｂ

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ｂ

値合計

5.0

（公約3） 子どもたちの教育向上

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ｃ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

2.0 1.0 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底 Ｂ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ｂ

2.0 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ａ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ｂ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ｂ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ｃ

値合計

6.0

（公約2） 中核都市機能の充実

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ｂ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ｂ

一般質問等による政策や事業改善の提案 Ｂ

2.0 1.5 議員間討論への積極的な参加，会派内での情報共有の徹底 Ａ

各種計画書の分析，条例等との照らし合わせや既存制度との比較検討 Ｂ

スキルアップのための研修会・勉強会等への参加 Ｂ

機能
強化
４point

2.5 住民自治組織活動や地域活動など，まちづくりへの参加・実践 Ａ

現場調査・現状確認，聞取り，先進事例等の調査研究活動 Ａ

住民の疑問や地域の意見を反映した本会議や委員会での発言・行動 Ｂ

地域等における報告会の開催やＳＮＳ，チラシ・広報誌等による情報発信 Ｃ

住民
参画
３point

情報
共有
３point

検証方法 「公約」について，成果如何に捉われず，その実現に繋がる年間の議員活動・取組内容を自己検証する（本シートに記載する公約内容は自由選択：重複可）

（公約１） 地元経済の活性化

住民や地域との積極的な対話（ニーズの把握） Ｂ

地域と行政・関係機関がツナガルための助言・支援 Ｂ

予算決算常任委員会

１年間の議員活動・取組内容について・・・・・

➡「ほぼ満足している」=　”Ａ”　1.0

注）議員個人としての活動（政務活動
を含む）の画像を貼付をお願いしま

す。

会派名 三輝会

期数 （議員歴） ６期 （２２ 年）

議員名 検証項目（10項目） 産業建設常任委員会

議員活動自己検証シート（公約の取組）　　　令和７年度

➡「さらに努力する余地があると思う」=　”Ｂ”　0.5

➡「思ったような取組ができていない」=　”Ｃ”  0

公約を検証する背景（根拠） 議会基本条例前文「市民の代表として選ばれている議員は，市民の負託にこたえる責務を負っている」／21条「この条例の目的及び趣旨の達成状況について検証を行う」

検証の対象／分野 議会基本条例第４条　議員活動の原則／議会活動の活発化「住民参画」「情報共有」「機能強化」分野の取組について（早稲田大学マニュフェスト研究所文献引用）

小
田
伸
次

【検証値の捉え方】

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有

機能強化

住民参画 情報共有


